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京丹後市の現状

平成16年4月に6つの町（峰山町、大宮町、網野町、

丹後町、弥栄町、久美浜町）が合併し誕生

・京都府の北部に位置
・面積 ： 501.84 ㎢
・人口 ： 60,163 人 Ｈ24.10月末時点

・沿岸部は山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国
定公園に指定され、内陸部には標高400～600m
の山々が連なる自然豊かなロケーション

・名誉市民：野村克也（網野町生まれ、峰山高校出身）
・男性世界最長寿115歳（ギネス記録として認定）元
気
に在住
後産 カ 「特 獲得・丹後産コシヒカリ「特Ａ」獲得
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偉大な地域の大先輩 野村克也さん

地元の子供たちに教えていただいていること

■親孝行しなさい。

■努力をしなさい■努力をしなさい。

■モノは大切にしなさい。

もったいない⇒温故知新

野村さんの名言野村
①失敗と書いて成長と読む
②敵は我に在り②敵は我に在り
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◆地域の公共交通
＜鉄 道＞＜鉄 道＞
北近畿タンゴ鉄道㈱（三セク）

＜路線バス＞
丹後海陸交通㈱ ※市内中心部（峰山町市街地）へのアクセスは、路線バスが中心

＜コミ ニティバス＞＜コミュニティバス＞
市営バス（市町村運営有償運送）

※その他
福祉有償運送（社会福祉法人 ＮＰＯ法人）福祉有償運送（社会福祉法人、ＮＰＯ法人）

◆バス路線の概要

運行形態 運行区域 路線数 運行距離運行形態 運行区域 路線数 運行距離

路線バス（丹海バス） 市内全域 9路線（ほぼ8路線） 199.5km

コミュニティバス（市営バス） 大宮・弥栄の一部地域

久美浜の全域

7路線

※うちスクール混乗3路線

117.0km

◆京丹後市のバス交通の主な取り組み経過について
平成17年12月 大規模な市民アンケートを実施
平成18年10月 上限200円バスの実証運行開始（路線バスの 部路線（4路線）の運賃を上限200円

久美浜の全域 ※うちスク ル混乗3路線

平成18年10月 上限200円バスの実証運行開始（路線バスの一部路線（4路線）の運賃を上限200円
に：区間運賃最大700円→200円）

平成19年10月 上限200円バスの運行を市内全域に拡大（区間運賃最大1,150円→200円）
平成20年10月 新たな地域（集落）へのバス運行の乗入開始
平成21年10月 さらに

４

平成21年10月 さらに、 〃
平成22年10月 さらに、 〃 （これまでの実証運行から本運行へ移行）



合併当時の公共交通の状況

ＫＴＲの乗客は、ピーク時のおよそ３分の２に減少

バスは、平成３年の乗客の半分に減少
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まだまだ
過疎地域の公共交通の理想と現実には

大きなギャップがあります。
• 全国民が・・・高齢者、児童生徒、障害者、主婦、サラリーマンなど ⇔ 一部の国民が（高齢者、高校生）

• いつでも･･･基本３０分以内おきに ⇔ たまに（２時間以上かかって）

• 市内、市外のどこへでも・・・自宅から主要施設のどこへでも ⇔ 特定の地のみへ（病院、学校）

• すぐに・・・最寄り駅（バス停）まで徒歩１５分以内、市内目的地へ３０分以内で ⇔ 時間をかけて（市内目的地まで数時間）

• 便利よく・・・ 乗り継ぎ１５分以内、２回以内、サイクル＆ライド ⇔ 不便で（乗り継ぎ不可、降車後自転車）

• 安くて・・・市内片道平均２００円で ⇔ 高くて（１キロ未満で３００円、市内片道１，０００円、夜間タクシー７，０００円）

• 分かりやすく・・・分かりやすい路線図、時刻表、運賃表（料金システム）で ⇔ 分かりにくく（路線不明、時刻不明）

• 安心して・・・安全運行 バリアフリーの施設や車両で ⇔ 不安を抱えて（道路の狭隘 停留所の危険 乗降の困難）• 安心して・・・安全運行、バリアフリーの施設や車両で ⇔ 不安を抱えて（道路の狭隘、停留所の危険、乗降の困難）

• 気軽に移動できる ⇔ やっと移動できる

⇒ マイカーに頼らなければならない過疎地域の公共交通の現実があります⇒ マイカ に頼らなければならない過疎地域の公共交通の現実があります。
⇒ そして、高齢化によりマイカーにも頼れない時代に突入しています。

６
６



広域連携による展開
広域連携の推進
平成17年11月30日
京都府（事務局）、市町、事業者等による「分かりやすく、使いやすい公共交通ネットワーク実現会議」を設

広域連携 よる展開

京都府（事務局）、市町、事業者等 る 分 り すく、使 す 公共交通 ッ ク実現会議」を設
立

⇒本会議が母体となり、「地域公共交通総合連携計画」を策定し、
国の地域公共交通活性化・再生総合事業（補助金）の認定事業として
様々な利用促進活動を展開させていただきました。（Ｈ20～22年度）

富山市に次いで、全国で
２例目の認定（近畿で初）

市の体制づくり
平成17年12月6日平成17年12月6日
具体的な内容検討、合意形成を図るため 『京丹後市地域（公共）交通会議』 を設立

さらなる市の戦略的チームづくり
平成18年4月15日
市長の特命を受け、市役所内横断的組織の新公共交通体系構築プロジェクトチームを構成

組織の部局を超えて、地域のあるべき公共交通を協議・立案しています。チー

６

組織 部局を超 、地域 ある き公共交通を協議 案 ます。チ
ムに対しては立案の予算措置という優遇配慮が付与されています。
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京丹後市公共交通対策プロジェクトチームとは

思いがあるか
ら施策に魂が
入ります。

自由な意見が言えあえる場（プロジェクトリーダーの存在）自由な意見 言えあえる場（ ジ クトリ ダ の存在）

乗ってくださいと市民にお願いをして、１回乗ってもらっても、それが続かな
かったら結局意味ないよなー。た 結局意味 よ 。

放っておいても、乗ってもらえるだけのネタを仕込まないと駄目だね。

どうぜ悪くなるのであれば、開き直って攻めに出よう。駄目なら仕方がない。

我々も まずは乗らなければ とにかく 楽しいプロジ クトにしよう

６８

我々も、まずは乗らなければ。とにかく、楽しいプロジェクトにしよう。



バ 策バス対策対策
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上限200円バスの基本方針

７００円×２人ではなく、７人×２００円の発想であり、多くの市民が

乗車人員が増えれば、むしろ財政支出を抑えられる

◆公費負担を有効に

円 人ではなく、 人 円の発想であり、多くの市民が
乗って喜んでいただけることで、 『住民福祉』 の増進を図るもの

＜主な改善項目＞
運行事業者との協働 ⇒地域のバス交通を行政と事業者が共に良くして行く
（運賃、車両、ダイヤ、バス停、運転、ニーズの把握、積極的な宣伝）

＜工夫した事項＞
○低額運賃の導入 ※区間運賃最大1 150円 上限200円 学生定期（3ヶ月）運賃最大72 620円 17 780○低額運賃の導入 ※区間運賃最大1,150円→上限200円、学生定期（3ヶ月）運賃最大72,620円→17,780

円）

○お得な回数券の販売窓口の拡大（バス車内、市役所窓口等）
○パターンダイヤの導入、利用者ニーズに基づくダイヤ改正、鉄道接続強化
○バス停留所の増設 改善 病院やシ ピングセンタ などの玄関口 のバス車両の乗り入○バス停留所の増設・改善、病院やショッピングセンターなどの玄関口へのバス車両の乗り入

れ、
フリー乗降区間の拡大

○バス路線の見直し（既存バス路線の経路変更、延伸）○バス路線の見直し（既存バス路線の経路変更、延伸）
○ノンステップバス・低床車両の導入、車両の小型化
○路線図入りのわかりやすいバス時刻表の発行（全ての公共交通情報を網羅）、
毎月の市広報紙面での継続した宣伝、ホームページの充実

者 実施 定点観 高校生 老 会 対話集会 実施

９

○利用者アンケートの実施（定点観測）、高校生・老人会との対話集会の実施
○自治会・学校・団体等への利用呼びかけ
○地域参加型の活動（出発式演出、バス停ベンチ・待合所のボランティア設置）
○バス運転手による幼稚園・保育所への出前講座（バスの乗り方 絵本の読み聞かせ） な
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「路線バス再生」の道を選択した理由路線 再 」 道を選択 理由

①安全面に優れている①
⇒「安かろうが悪かろう」にならぬよう、事

故が起きてから気付かぬよう、公共交通で
最も大切なことは安全輸送の確保である最も大切なことは安全輸送の確保である
とした。

② 共交通体系 中心 ある②公共交通体系の中心である
⇒鉄道とともに路線バスは公共交通体系

の機軸であり 疎かにすることは まちづくの機軸であり、疎かにすることは、まちづく
りにとっての大きな損失となる。

③地域力の発揮につながる
⇒みんなで元気な「まち」を作っていく方向みんなで元気な まち」を作 て く方向
性が見えた。路線バスは貴重な地域資源。運行事業者の丹後海陸交通㈱
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路線バスを低額運賃にした場合
の市の財政負担額の試算

アンケート調査の実施
低額実証運

行希望路線の
試算

乗車人員
財政支出額
（百万円）

の市の財政負担額の試算

４，８７４人の６割を超
Ｈ１７実績額
（従来の負担） 45

1.00倍 59

える方が運賃３００円
以下を希望

３００円バス
では

倍

1.25倍 53

1 50倍 471.50倍 47

2.00倍 36

1 00倍 62

２００円バス

1.00倍 62

1.25倍 58

1 50倍 53
２００円 ス

では
1.50倍 53

1.90倍 45

2.00倍 43

１２
※試算は実証１年目の対象路線（４路線）のもの



どこまで乗っても運賃２００円（平成１８年１０月１日運行開始）

路線バスによる遠足が行われほど強烈なインパクトを与えました
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お客さんが少しずつ戻り、

１４



運転手さんと市民の距離も縮まり、運転手さ 市民 距離も縮まり、
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喜ばれるバス交通になり、市民との協働も増えました

高校生（建築科）がおじいちゃんが ショッピングセン
ターが

地元デザイナーが

ボランテ アボランティア
の輪が広がっ
ています。
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知ってもらう ・乗ってもらう・愛用してもらう

PRリーフレット 市のホームページで動画も配信

市の毎月の広報紙面の活用

分かりやすく
詳しい時刻表
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①運賃を知ってもらう

区間最大 1 150円 が ２００円に
市内一律

上 限区間最大 1,150円 が ２００円に

さらに、小学生と身障者の方では半額の１００円に

上 限

さらに、小学生と身障者の方では半額の１００円に

６歳未満のお子さんは無料 に６歳未満のお子さんは無料 に

１８



②回数券を知ってもらう

バスの車内 で購入可能にバスの車内 で購入可能に

１５４円１回乗車賃が １５４円 相当に
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③バス停や車両を知ってもらう

バスの段差 が解消バスの段差 が解消

バス停を１３７か所からバス停を１３７か所から

１７６か所 へ１７６か所 へ
新たな地域へバスが走るようになりました弥栄病院の玄関口にバス停を設置しました
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知ってもらう ・ 乗ってもらう ・愛用してもらう

２１



知ってもらう ・乗ってもらう・ 愛用してもらう知ってもらう ・乗ってもらう・ 愛用してもらう
上限２００円バスに乗ったことがある
高校生６６８人に聞きました （実証1年後）高校生６６８人に聞きました。（実証1年後）

以前は全く利用がなかった人 71

ほぼ毎日利用している 124

以前は全く利用がなかった人 71

以前は月に１～３回利用していた人 25

以前は週に１～３回利用していた人 28

週に１～３回利用している 100
以前は全く利用がなかった人 61

以前は月に１～３回利用していた人 39

月に１～３回利用している 162 以前は全く利用がなかった人 162月に１ ３回利用している 162 以前は全く利用がなかった人 162

その他（年数回程度） 282

計668人

実に 294人 もの高校生の新たな利用が始まり、
利用回数も大きく増進しました。利用回数も大きく増進しました。

２２



笑顔あふれる車内・身を乗り出す子どもたち

２３



定点観測（高校生） 前
実証１年前（Ｈ17年12月）に実施したアンケート

高校生1,584人の不満項目の上位

１位 運賃が高い（692人）
２位 全体の運行本数が少ない（474人）２位 全体の運行本数が少ない（474人）
３位 バス停までの距離が遠い（287人）
４位 通学時間帯の運行本数が少ない（252人）４位 通学時間帯の運行本数が少ない（252人）
５位 運行ダイヤが分かりにくい（247人）
６位 情報提供が少なく分かりにくい（245人）６位 情報提供が少なく分かりにくい（245人）
７位 直行しないので時間がかかる（234人）

２４



定点観測（高校生） 後
実証後2年目（Ｈ20年12月）に実施したアンケート

不満項目高校生1,281人の不満項目の上位

（ ）内は前回順位

１位（2位↑） 全体の運行本数が少ない（449人）
２位（－） 夜間に帰るバスがない（306人）
３位（7位↑） 直行しないので時間がかかる（245人）３位（7位↑） 直行しないので時間がかかる（245人）
４位（－） 目的地に行くバスがない（222人）
５位（－） 車両が小さく、一杯で乗れない（210人）位（ ） 車両が小さく、 杯 乗れな （ 人）
６位（4位↓） 通学時間帯の運行本数が少ない（192人）
７位（3位↓） バス停までの距離が遠い（161人）
位 情報提供が少なく分 く （ ）８位（6位↓） 情報提供が少なく分かりにくい（102人）

９位（5位↓） 運行ダイヤが分かりにくい（82人）
10位（１位↓） 運賃が高い（60人）10位（１位↓） 運賃が高い（60人）

２５



新たな聞き取り（高校生）
実証後（Ｈ20年12月）に実施したアンケート

バスを利用したことがある高校生889人の利用 高校 人

満足度の向上項目満足度の向上項目
１位 運賃が安くなり分かりやすくなった（369人）
２位 通学以外でも出かけるようになった（180人）
３位 回数券が車内購入できるようになった（178人）
４位 マイカー通学からバス通学になり

保護者の負担が減った（124人） 排ガス抑制！保護者 負担 減 た（ 人）

５位 地域の人の外出が増えたと感じる（80人）
６位 地域で誇れるバスがありうれしい（58人）６位 地域で誇れるバスがありうれしい（58人）
７位 バス通学になり車内で勉強するようになった（47人）
８位 高校進学時での高校の選択の幅が広がった（29人）
９位 まちづくりの発展の期待が膨らんだ（27人）９位 まちづくりの発展の期待が膨らんだ（27人）
10位 路線バスが好き（愛着が増した）になった（26人）
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その他の聞き取り

バス停で利用者と 老人会の皆さんと 集客イベント時に市民とバス停で利用者と 老人会の皆さんと 集客イベント時に市民と

研究会のみなさんと
番外編（七夕の市民の願い）

学生さんが調査のお手
伝い（協力：龍谷大学・
平安女学院大学） １８２７



大切にしたい意見交換（運行事業者）
◇運行ダイヤについて

◇運行ルートについて

◇お客さんの利用状況について

◇お客さんの要望・苦情について◇お客さんの要望 苦情について

◇バス停の設置場所について

◇車両について◇車両について

◇市への要望について

２８



方向性のポイント 京丹後市の戦略 京丹後市の戦術

○広報活動の充実 ○市広報紙 ○便利な時刻表 ○市内事業所 ○学校・幼稚園・保育所

知ってもらう、乗ってもらう、愛用してもらうには（体系整理）

認知度の維持・向上

○広報活動の充実
（作り手による情報発信）

○市広報紙 ○便利な時刻表 ○市内事業所 ○学校 幼稚園 保育所

○新聞 ○雑誌 ○ＴＶ ○市ＨＰ ○口コミ ○携帯ナビゲーション

○コミュニティ創設
（利用者による情報発信）

○ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｺﾐｭﾆﾃｨ（掲示板・ＳＮＳ等） ○ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄでｺﾐｭﾆﾃｨ創設

○車両のデコレ ション ○ラッピングバス ○車両ボディへの料金表示 ○ギャラリ バス○車両のデコレーション ○ラッピングバス ○車両ボディへの料金表示 ○ギャラリーバス

○運行路線の維持・充実
○増発・パターンダイヤ化 ○既存路線の集客施設等経由化

○新たな路線の開拓、新たに他事業者路線の市内乗り入れ開始

○バス停の新設 ○フリー乗降区間の設置

利便性の維持・向上 ○バス停の拡充 ○パーク＆ライドのための整備・啓発・広報
バスと鉄道の連携のシンボル停留所の整備

○身体障害者・高齢者等への対応 ○ノンステップバスの導入

○デマンドサービス ○定時定路線での効率の良い小刻みな運行導入○デ ン サ ○定時定路線 効率 良 小刻みな運行導入

低価格の維持・範囲拡大

○既存200円路線の維持 ○実証実験→本格実施

○既存200円路線以外の200円化
○市内発着路線での導入

○市外発着路線の市内行程での導入

○チケット展開
○１日乗車券の導入（例）何回乗っても５００円ワンコイン制
○鉄道・バス・観光施設連携チケット導入（スーパーパスポート）

○回数券販売箇所の増設 ○市役所窓口・車内・駅窓口での販売、ショッピングセンターでの販売

低「利便性」を補う「新 ○社会的価値―環境保護
○ノーマイカーデーの推進（環境保護・健康・ゆとりの時間・交通安全のＰ

たな付加価値」の提供 Ｒと、事業所への依頼）○人間的価値―健康・精神作用

利用機会の創出
○レジャー利用

○学校・親子・公民館活動利用 ○愛護会利用促進 ○老人クラブ利用促進

○観光バス化（「TANGO悠遊号」戦術・・・景色を堪能するための徐行運転）

○利用事業実施 ○「遺跡めぐり事業」などの各種事業での利用

競合との共存・コラボ ○役割分担によるコラボ
○鉄道との連絡強化、相互乗入 ○支線としてコミュニティバス委託運行
○観光誘客によってのタクシーの活躍の場創出

２９



市内の路線バス乗車人員・運賃収入の推移 ８路線

３０



国の制度に基づく、運行事業者への市の助成額

８路線

３１



参考）バス交通全体の輸送人員参考）バス交通全体の輸送人員

路線バス乗車人員（国庫補助路線の８路線）路線バス乗車人員（国庫補助路線の８路線）

弥栄網野砂丘線乗車人員（府補助単独路線）

市営バス乗車人員（スクール混乗を除く４路線：川上線、佐濃北線、二区環状線、弥栄延利線）

166,800

7,139

15 215

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

Ｈ17.10～Ｈ18.9
計189,154人

226,261

9,163

7,397

12,473

15,215

Ｈ18.10～Ｈ19.9
計246,131人

計316 384人
294,044

317,597

10,889
13,177

Ｈ19.10～Ｈ20.9

Ｈ20.10～Ｈ21.9

計316,384人

計344,607人

350,624

14,664

18 029

16,121

17,241

Ｈ21.10～Ｈ22.9 計382,529人

349,374

18,029

18,793

Ｈ22.10～Ｈ23.9 計386,196人

３２



参考）バス交通全体の運賃収入
路線バス運賃収入（国庫補助路線の８路線）

弥栄網野砂丘線運賃収入（府補助単独路線）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

市営バス運賃収入（スクール混乗を除く４路線：川上線、佐濃北線、二区環状線、弥栄延利線）

44,030

1,171

1,762

3,136

Ｈ17.10～Ｈ18.9 計48,928千円

計47 517千43,654

47,668

1,441
2,692

Ｈ18.10～Ｈ19.9

Ｈ19.10～Ｈ20.9

計47,517千円

計51,652千円

49,570

1,660

2,903

2,543

Ｈ20.10～Ｈ21.9 計54,133千円

55,080

2,241

2,732
2,804

Ｈ21.10～Ｈ22.9 計60,125千円

53,168

2,261

Ｈ22.10～Ｈ23.9 計58,161千円

３３



参考）バス交通全体に要した市の支出参考）バス交通全体に要した市の支出

路線バス補助額（国庫補助路線の８路線運行維持費）
弥栄網野砂丘線補助額（府補助単独路線）

0 20 000 40 000 60 000 80 000 100 000 120 000

弥栄網野砂丘線補助額（府補助単独路線）
市営バス（スクール混乗を除く４路線：川上線、佐濃北線、二区環状線、弥栄延利線）
利用促進費（アンケート調査費、時刻表発行費、バス停待合所整備補助金等）

87,387 7,177 15,154
299

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

Ｈ17.10～Ｈ18.9 計110,017千円

87,577

79 021

6,949

6 745

14,369

15 176

4,086

4,321

Ｈ18.10～Ｈ19.9

Ｈ19 10 Ｈ20 9

計112,981千円

計105 263千円79,021

77,884

6,745

5,603

15,176

15,989

5,221

Ｈ19.10～Ｈ20.9

Ｈ20.10～Ｈ21.9

計105,263千円

計104,697千円

68,605

68 432 3 252

15,988

16 625

12,912

4,057

1,294

Ｈ21.10～Ｈ22.9

Ｈ22 10 Ｈ23 9

計101,562千円

計 89 60368,432 3,252 16,625Ｈ22.10～Ｈ23.9 計 89,603千円

３４



ターニングポイント
分かりやすい時刻表の発行なしに「改善」は進まない分かりやすい時刻表の発行なしに 改善」は進まない

心掛けていること：「シャッターチャンスを逃すな！」

通院利用を撮る

撮る
通院利用を撮る

３５

印刷業者に丸投げしない
作る



病院・温泉・市役所・ショッピングセンターなどを
鉄道・バスネットワークに組み入れる鉄道 バスネットワ クに組み入れる

乗り入れが可能かどうか、まずは確認。便数増へのチャレンジも

玄関先が鉄則玄関先が鉄則

３６



写真は多くを語ってくれます

３７



「交通まちづくり」の一例
《 環境循環都市と公共交通施策のベストマッチング 》

観光誘客による交流人口のア プ

⇒外国人観光客の誘客にも挑戦

⇒観光誘客による交流人口のアップ

外国人観光客の誘客にも挑戦

豊かな海岸線（バスの車窓から）豊かな海岸線（バスの車窓から）
土日祝日には、絶景ポイントにて徐行運転とバス運転
手によるガイドアナウンスを行ってます。１時間２１分
乗っても、たったの２００円。子供は１００円です。

３８



「交通まちづくり」の指標交通 」 指標

◆協働体制と客観的評価制度 確立

◆観光振興・環境保全・過疎振興か

き ◆協働体制と客観的評価制度の確立
自治体・市民・地元企業・地元運行事業者のそれぞれが、協力しあうことが地域力
を最大限に発揮できる また 公共交通を運行収支の良し悪しのみで判断しない

き

を最大限に発揮できる。また、公共交通を運行収支の良し悪しのみで判断しない。

◆車社会からの脱却（ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進）く

◆高齢者福祉 子育て支援 交通安全 国際交流の推進

◆経済基盤整備・健康増進の推進け

こ ◆高齢者福祉・子育て支援・交通安全・国際交流の推進こ
３９公共交通体系の構築（エゴ公共交通の抑制）



まだまだ、取り組みは始まったばかり。

これからの「交通まちづくり」が試されています。

４０



みんなで乗るから「公共財」「地域資源」みんなで乗るから 公共財」 地域資源」

公共交通の精神は、
「 んな 駅やバ 停ま 歩 待 乗り合う と「みんなで駅やバス停まで歩いて、待って、乗り合う」こと。

４１



みんなで支えるから「公共交通」

笑顔あふれる光景が ますます地域に広がるように これからも・・・

４２

笑顔あふれる光景が、ますます地域に広がるように、これからも



京丹後市のバス取組の背景は京丹後市のバス取組の背景は、

Y T b 動画『200円バス物語』でもご覧いただけますYouTube動画『200円バス物語』でもご覧いただけます。

ＪＡのホームページ

「地域のきずな」に

公開中

４３



鉄道 策鉄道対策鉄道対策

４４



運行路線図

北近畿タンゴ鉄道は 全長１１４ｋｍ 特急１６両、普通１８両

運行路線図

全３３駅駅

４５



ＫＴＲ利用者と経常収支の推移ＫＴＲ利用者と経常収支の推移

利用者数（折れ線グラフ）：３００万人→２００万人
経常損失（棒グラフ） 年々増加 年間約７億円

3 5000
H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

経常損失（棒グラフ）：年々増加。年間約７億円

2 500

3,000

3,500

-200,000

-100,000

0

2,000

2,500

-400,000

-300,000

,

1,000

1,500

-600,000

-500,000

0

500

-800,000

-700,000

⇒地域での「鉄路」の存在価値向上なしに⇒地域での「鉄路」の存在価値向上なしに、
地域鉄道は守れない状況。

４６



■域内対策
沿線住民から支持される鉄道へ沿線住民から支持される鉄道へ

４７



上限200円レールの基本方針

単なる赤字補填ではなく、より多くの市民が大幅に負担少なく

乗車人員が増えれば、むしろ財政支出を抑えられる

◆公費負担を有効に

単なる赤字補填ではなく、より多くの市民が大幅に負担少なく
サービスを受益しながら、同時に行政の投入額を大きく損なうこ
となくＫＴＲの増収も図るものである。

その他その他
①ＫＴＲの抜本的な利用促進 ②経済活性化効果
（他地域との交流増に伴う消費拡大、バス等の乗り継ぎ増収等）

③健康増進効果（徒歩外出） ④コミュニティの輪の拡充 ⑤マイカーの送迎負担

＜主な改善項目＞

③健康増進効果（徒歩外出） ④コミュニティの輪の拡充 ⑤マイカ の送迎負担
軽減 等

＜主な改善項目＞
運行事業者との協働 ⇒地域の鉄道交通を行政と事業者が共に良くして行く
（運賃、車両、ダイヤ、広域ネットワーク網、駅、運転、ニーズの把握、積極的な宣伝）

＜工夫した事項＞
○低額運賃の導入

※区間運賃最大1, 530円→上限200円、（近隣市町に波及中）
○専用200円レール切符の配布

９４８



２００円レ ルの利用のようす２００円レールの利用のようす

４９



なぜ、２００円レールなのか？
１人あたりの運賃箱平均投入額は８３２円

自 負 が京 後 負

Ａ欄 Ｂ欄 Ｃ欄 Ｄ欄 Ｅ欄 Ｆ欄 Ｇ欄

⇒２００円は自己負担、６３２円が京丹後市負担となる

利用増
加 率

利用者
（人）

利用者の
負担総額
（200円×

市投入額
※運賃差
額補填総

ＫＴＲ
総収入
（Ｃ＋Ｄ

KTR収入純
増額

波及効果額
（Ｈ23の社会
実験の結果を加 率 （人） （200円×

人数）
額補填総

額
（Ｃ＋Ｄ

）
増額 実験の結果を

受けて）

2 651 530 1 676 2 206 0 0
1.0倍

2,651
人

530
千円

1,676
千円

2,206
千円

0
千円

0
千円

3 0倍
7,953 1,590 5,028 6,618 4,412 661

3.0倍
, 5
人

,5
千円

5,
千円

6,6
千円

,
千円

66
千円

4 2倍
11,134 2,227 7,039 9,266 7,059 926

4.2倍
人 千円 千円 千円 千円 千円

５０



２００円レールのアンケート結果２００円レールのアンケート結果
平成２３年１０月実施 調査表回収：１５４人

①前回、北近畿タンゴ鉄道を利用されたのは、いつ頃になりますか？

前回利用 人数 割合前回利用 人数 割合

１０年以上前 11 10.6%

５年前 4 3.8%
５５人（５２.９％）が１年前ま
で利用はなかった。５年前 3 8%

３年前 17 16.3%

１年前 23 22.1%

で利用はなかった。

⇒ 従来は、ほとんど利用
の無い方が 利用をはじめ

半年前 25 24.0%

３ヶ月以内 11 10.6%

の無い方が、利用をはじめ
ていることが分かる結果と
なった。

１ヶ月以内 6 5.8%

１週間以内 7 6.7%

計（人） 104 100.0%
５１



②北近畿タ ゴ鉄道を 年間 何 利 されますか②北近畿タンゴ鉄道を１年間に何回利用されますか？

年間利用回数 人数 割合

５０回以上 6 4.1% １０回以上の利用者４０人のうち５０回以上 6 4.1%

１０回以上 34 23.1%

１０回以上の利用者４０人のうち、
前回の利用状況別で見ると
１０年以上前・・・３人

３年前 ２人
５回程度 23 15.6%

３回程度 46 31 3%

３年前・・・２人
１年前・・・４人
半年前・・４人

月 内 人３回程度 46 31.3%

今回１回のみ 38 25.9%

１ヶ月以内・・１９人
１週間以内・・・６人

不 明・・・２人

計（人） 147 100.0%
⇒ 久しぶりに乗車した方が、リ
ピーターとなっていることが分かり、ピ タ となっていることが分かり、
愛用者が増えた結果となった。

５２



■域外対策 魅力的な車両運行
誘客を図るための戦略 例：水戸岡列車の運行

５３



水戸岡列車の運行 平成２５年春運行開始予定

５４



情報発信力 鉄道日本一を目指したい

５５



公共交通全般

５６



①まちづくりのビジョン①まちづくりのビジョン

京丹後市の市街地（大宮町、峰山町）
５７



②公共交通体系づくり（公共交通とは？）

公共交通の幹線・支線■必要なときに

■誰にでも

■安全 快適な

公共交通の幹線 支線

■有償で

■必要なときに

■安全・快適な

鉄道

バス

鉄道

タクシー

（無償） スクールバス・通園バス・通院バス

《 専用乗り物 》

（無償） スク ルバス・通園バス・通院バス

（有償） 観光バス・福祉有償運送自動車･レンタカー
５８



③すぐに 諦めない バ 社会実験③すぐに、諦めない 上限200円バスの社会実験
のスタート４ヶ月間の成績

149%
150%

160%

乗車数の伸び
（対前年度比）

139%
140%

150%

123%
128%130%

123%

120%

数ヶ月で

110%

数ヶ月で
判断は
できない。

100%

１０月 １１月 １２月 １月
５９



不安定な世の中でこそ不安定な世の中でこそ
誰からも支持される誰からも支持される

価値ある施策の実施を実

価値ある施策＝満足度＞負担

６０



２００円さえあれば 移動できるという地域の 安心ブランドへの取り組み

上限200円バス 上限200円レール

取組スタート
全利用者対象 65歳以上の

市民のみ対象

Ｈ18.10 Ｈ22.6

６年連続利用者増 ２年連続利用者増

過疎地域発：公共交通のブランド化

健康長寿社会×安心安全便利な公共交通＝豊かな暮らし

多くの視察実績（北は北海道 青森 岩手 秋田 山形から南は大分 宮崎 熊本多くの視察実績（北は北海道、青森、岩手、秋田、山形から南は大分、宮崎、熊本
までの自治体や大学関係者など。ＮＨＫ全国放映など各種取材も多数）からも、全
国各地で公共交通施策は大きな行政課題となっています。 ６１



公費負担増大の考え方

ジリ貧からの脱却⇒攻めの公共交通施策へ

これまで これから 満足度＞負担度採算重視これまで これから
公
共
交
通
の

公
共
交
通
の

満足度＞負担度採算重視

意識改革
の
時代

の
整
備
は
、

の
整
備
は
、

公共交通事業 公共交通事業

時代

利用料 公的補助 利用料
公的補助
【 般財源】

連携・
監視が不十分

地
域
イ
ン
フ

事
業
者
と
利

連携・
監視の強化

利用料 公的補助
【一般財源】

利用料 【一般財源】協力金
道路特定財源

交通税
【特定財源】

フ
ラ
の
整
備

利
用
者
が
負 【特定財源】

利便性の向上
公共交通の重要性認識

備負
担
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「交通税」って？

諸外国においてもモータリゼーションにより路面電車など公共交通が次々に廃止
↓

交通弱者の発生 環境負荷 交通渋滞 ド ナツ化現象 無秩序な施設設置交通弱者の発生・環境負荷・交通渋滞・ドーナツ化現象・無秩序な施設設置
↓

「交通権」という基本的権利の確立・「公共交通は重要な社会インフラ」と再認識
↓

「運賃収入を主体とした公共交通」から「都市装置として位置づけて
公的負担で運営する公共交通」へと国民意識が転換

↓
運営費･整備費の財源を「交通税」とし、利用は低額運賃化を目指す

（都市整備として合理的との認識）（都市整備として合理的との認識）

日本では未導入
• 法律によるべきか 条例（法定外目的税の創設）によるべきか• 法律によるべきか、条例（法定外目的税の創設）によるべきか
• 新税導入への反発
• 「公共交通」のあり方に対する市民の合意形成
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これからますます厳しい行財政運営
過疎地域の例

（京丹後市の場合）

一般会計300億
程度の自治体で、
現在の普通交付
税115億円から税115億円から
90億円まで減少
していく現実があしていく現実があ
る。
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関西は熱いぞ！智恵絞っています！関 熱 ぞ 智 絞 す

同士が集まれば、まだまだ世の中、再生が可能だぞ！

再生塾：持続可能なまちと公共交通を目指して 塾長：土井勉京都大学教授

土井勉 京都大学大学院工学研究科特定教授土井勉 京都大学大学院工学研究科特定教授
中川 大 京都大学大学院工学研究科教授
正司 健一 神戸大学大学院経営学研究科教授
森栗 茂一 大阪大学コミュニケーションデザインセンター教授 ６５



共通の問題、課題への解決への
最大の後押しは、財源である！

交通基本法は 皆 義務と責任交通基本法は、皆に義務と責任
を果たす使命を与えてくれる！を果たす使命を与えてくれる！

６６



最後に 施策は１人ではできない！

⇒組織の中では、上司の存在が一番大きい！組織の中では、上司の存在が 番大きい

「お前がやりたいことを好きなようにやれ なんぼ「お前がやりたいことを好きなようにやれ。なんぼ

でも、（わしは）動いたる。」

「財政課に時刻表発行の予算削られたら、説得しに行

こう。あきらめたらアカン。」（当時の課長のことば）

「あのな、公務員はな、最初はストライクゾーンにボールを

投げるようにせなアカンわ。それがおもいきって投げて、結投げるようにせなアカンわ。それがおもいきって投げて、結
果、ボールになったら、それはしょうがない。その時は、

わしが責任取ったる！これからは、お前らがまちを作って

ぞ ばいかなアカンのだぞ。」（当時の部長のことば）

６７



関係者が皆、会議の後に、動くこと

２年前に退職しているかつての上司市役所公共交通担当者

京都運輸支局 首席運輸企画専門官
撮
影
、
Ｈ

京都運輸支局 首席運輸企画専門官

病院関係者

Ｈ
22.

5.

京都府職員

19

弥
栄

上限200
円バスの
100万人

病
院
前
バ

突破セレモ
ニー

丹海バス

労働組合長

バ
ス
停

市役所幹部
丹海バス 取締役営業部長 丹海バス 社長

労働組合長

丹海バス 毎日電話を取ってくれる女性職員

利用者 市役所幹部
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最後に
京丹後市の取り組みは経費が安くつけばいい（安ければ良か
ろう）ということを目的としているのではありません。また、逆に
お金をかければいいというものでもありません。お金をかければいいというものでもありません。

⇒公費負担（税金の使途）を有効にしようとする取り組みです。
その精神を継承していくことが、持続可能な公共交通のあり方
には 最も大切なことではないかと思いますには、最も大切なことではないかと思います。

今後も、地域の発展のために、真面目に楽しんで
取り組んでまいります取り組んでまいります。
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７０（終）


